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はじめに

未曾有の被害が生じた平成２３年３月１１日の東日本大震災から、４年が経過しまし

た。被災地の復興が十分に進まない一方、震災関連の報道を目にする機会が減り、あの

とき誰もが感じた災害に対する恐怖心や防災の重要性に対する意識がいつの間にか薄ら

いでいるといった危機感を持つ方も少なくないと思います。３．１１を忘れることなく、

万一の災害に備えるためには、常に防災の意識を持ち続けることが必要であると考えま

す。

県教育委員会では、平成２４年度から、文部科学省の「実践的防災教育総合支援事業」

の委託を受け、｢防災教育モデル実践事業｣を実施してきました。平成２４・２５年度は

小中学校を、平成２６年度は、高等学校と特別支援学校をモデル校に指定したことで、

４つの校種の事例を揃えることができました。

今年度は、高等学校においては、生徒が支援者となる視点から、安全で安心な社会づ

くりに貢献する意識を向上させるための取組及び県立学校と自治体との連携の在り方を

探る研究を進めました。また、特別支援学校においては、障がいのある児童生徒が主体

的に行動する態度の育成及び災害時要援護者の避難、医療を必要とする児童生徒への対

応を中心に教職員の取組に関する実践を行いました。

この度、そのモデル校２校の取組をまとめた実践事例集〈第２集〉を作成しました。

他の校種の事例を知ることにより、系統的に防災教育を理解することができるようにな

るとともに、各学校だけの防災にとどまらず、地域との連携に発展していくことを期待

するものです。

昨年度作成した防災教育事例集とともに本第２集が各学校において防災教育のより

一層の充実のために活用され、児童生徒や教職員の防災に対する意識や知識、実践力の

向上と地域との連携を図る方策の一助となれば幸いです。

終わりに、本事例集の作成に当たり、事例を提供していただいた県立臼杵高等学校

及び中津支援学校並びに御協力いただいた関係各位に対しまして、厚く御礼申し上げま

す。

大分県教育庁体育保健課長 蓑田 智通
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